











































パリのユネスコ本部の Alton Grizzle は、インドのパンジャービ大学の Jagtar 
Singh と共に、S.R.ランガナタン(S.R.Ranganathan, 1892-1972)の『図書館学の
五法則(The Five Laws of Library Science)』2（以下『五法則』）のスタイルを真




坂本旬. メディア情報教育学 : 異文化対話のリテラシー. 法政大学出版局, 2014, 
227p., (キャリアデザイン選書). 
同. 持続可能な開発のための教育へのメディア情報リテラシー教育導入をめぐる理
論的および実践的課題の検討 . 法政大学キャリアデザイン学部紀要 . 2016, 13, 
p.171-196. 
2 第一法則：Books are for use（本は利用するためのものである。） 
第二法則：Every reader his [or her] book（いずれの人にもすべて、その人の本を。） 
第三法則：Every book its reader（いずれの本にもすべて、その読者を。） 
第四法則：Save the time of the reader（読者の時間を節約せよ。） 
第五法則：Library is a growing organism（図書館は成長する有機体である。） 
3 拙稿. ユネスコ、メディア・情報リテラシーの五法則：その背景とランガナタン『図

















































UNESCO. “Five Laws of Media and Information Literacy”. Communication and 
Information. 
http://www.unesco.org/new/en/communication-and-information/media-development/media- 
literacy/five-laws-of-mil/, (参照 2019-11-16). 
4 坂本旬. 『ポスト真実』とメディア情報リテラシー; -米大統領選と偽ニュース問題を
めぐって-. 法政大学キャリアデザイン学部紀要. 2017, 14, p.192-193.にて、Five Laws 
of MILが 2016 年 11 月 3 日～5 日、ブラジルのサンパウロ大学で開催されたグローバ
ル MIL ウィーク国際会議で発表されたことについて記されている。また、坂本旬教

































の第 2 版を刊行するに当たり、第 8 章「科学的方法、図書館学とその進展































〇全体論的方法：ヴァスツ＝タントラ(Vastu Tantra 被理解物・全体依拠) 
切り分けず、抽出せず全体を見る見方である。以下の力・状態を使って
 
5 Ranganathan, S.R. , “Chapter 8. Scientific method, Library Science and march of digvijyaya”. 
The Five Laws of Library Science. 2nd. ed., Asia Publishing House, 1957, p.355-369. 
翻訳S.R.ランガナタン著 ; 渡辺信一, 深井耀子, 渋田義行共訳. “第 8章「科学的方法、
図書館学とその進展」”. 図書館学の五法則. 日本図書館協会, 1981, p.333-347. 
6 Ranganathan. The Five Laws of Library Science. 2nd ed., 1957, p.355-356, 翻訳 p.333-334. 































8 Ranganathan. Heading and canons: comparative study of five catalogue codes. Viswanathan, 



































9 Ranganathan. The Five Laws of Library Science. 2nd ed., 1957, p.360-363, 翻訳 p.338-341. 














































































3.3.3 その他の螺旋：Prolegomena to Library Classification, ed.3(1967) 
「科学における主題発展の螺旋」13と「分類における科学的方法の螺旋」14 
ランガナタンの代表的著作である『図書館分類序説(Prolegomena to Library 
Classification)』は、図書館の分類について書かれた 640 ページ(第 3 版)にも
わたる大著である。この著作は、1937 年に初版が刊行された後、1957 年に






















12  Ranganathan. The Five Laws of Library Science. 2nd ed., 1957, p.366-367, 翻訳 
p.344-345. 
13 Ranganathan; assisted by M.A. Gopinath. Prolegomena to Library Classification. 3rd ed., 
Asia Publishing House, 1967, p.374, (Ranganathan series in library science, 20). 








































































































て、基本法則を 5 つにまとめた。 
 
【天頂】 


















ある。荻原雲来編纂 ; 辻直四郎協力 ; 鈴木学術財団編『漢訳対照梵和大辞



















17 この箇所は、ランガナタンの探求がどのようなものであったかを論考した Satija, M.P. 








































18 Ranganathan. Library Book Selection. 2nd ed., Asia Publishing, c1966, p.26. 



























ンガナタンが生きた 19 世紀末から 20 世紀半ば、特に『五法則』第 2版が刊






野家啓一. パラダイムとは何か : クーンの科学史革命. 講談社, 2008, 332p., (講談社学
術文庫, 1879). 

































21 野家. パラダイムとは何か. 2008, p.79. 
22 同上, p.102. 
23 同上, p.147. 
 -100- 
5.2.3 統一科学構築の試み 






この構想は、シュリック(Moritz Schlick, 1882-1936)、カルナップ(Rudolf 


































るトマス・クーン(Thomas Samuel Kuhn, 1922-1996)は、1957 年に刊行された
ランガナタンの『五法則』第 2版に遅れること 5 年後の 1962 年に『科学革命
の構造(The structure of scientific revolutions)』を刊行した。統一科学を構想し
ていたウィーン学団を編集者とする「統一科学国際百科全書(The International 






















24 トマス・クーン著, 中山茂訳. 科学革命の構造. みすず書房, 1971, p.v. 






































































26 平野久仁子. ヴィヴェーカーナンダのヒンドゥー教:―1893 年万国宗教会議での演
説をめぐって―. 南アジア研究. 2009, 21, p.96. 

































28 山下博司. 「インディアン・スピリチュアリティ」と現代 : ヴェーダーンタ的一元
論の再編とその今日的意義をめぐって. 宗教研究. 2010, 84(2), p.535-539. 
29 同上, p.537. 
30 同上, p.547. 

























































33 拙稿. S.R.ランガナタンのコミュニケーション論について. 教育思想. 2017, 44, p.53. 
